
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
   
 

学 校 名 関市立富野小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月１日（土）～１１月１２日（水） 

実 施 概 要 

○「富野地区ふれあい文化祭」参加（１１月１日）  
・５，６年生「ソーランソーラン」の踊り披露 
・１，３，６年生の図画、書写作品展示  

○「富野っ子まつり」の活動（１１月１２日） 
・餅つき ・会食 ・音楽発表 ・なかよしグループのゲーム大会 

実 施 内 容 

学習・取組の分野 
□自然   □歴史   ☑文化   □産業   ☑その他 

公開の方法 
□授業公開 □成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
 
☑地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 
保 護 者 約６０ 人 

計     約 ９５ 人 
地域関係者 約３５ 人 

実 施 状 況 

○「富野地区ふれあい文化祭」１１月１日（土） 
・運動会で披露した「ソーラン」の高学年の元気な姿や図画、書写作品を地域
の皆さんに紹介した。 

○「富野っ子まつり」１１月１２日（水） 
午前の餅つきでは 地域の老人クラブの方と健康推進委員の支援により、

学校田で収穫したもち米を蒸し、全校児童全員が餅をつく体験をした。蒸す
ことやつき方、声の掛け方等を老人クラブの方から学んだ。 
 その後、餅つきを支援してくださった老人クラブや健康推進委員の方、日
頃「総合的な学習の時間」等で食育の学習を支援していただいている方々を
囲んで会食をした。ついた餅を雑煮にして（健康推進委員が調理）一緒に食
べながら感謝の気持ちを伝えた。 
午後は、３・４年生が音楽発表をしたのち、異年齢グループで考えたゲー

ム大会に子どもとともに、保護者、祖父母、地域の方々にも参加していただ
き、一緒になってゲームを楽しんだ。また、ＰＴＡ母親委員会が企画したゲ
ームにも参加した。ゲームの計画や準備、参加する楽しさと１～６年生全員
がそれぞれの役割でゲームブースを企画運営する楽しさを味わい、その活動
の様子を保護者や地域の方々に見ていただいた。 

成果及び課題 

＜保護者、地域の方の感想＞ 

・富野っ子まつりでのゲーム大会で、当日の生き生きとした姿がよかった。 

・富野っ子まつりでの音楽発表がとてもよかった。 

・もちつきは高齢者の普段見られない姿を伝える機会になっていた。家庭で餅
つきが行われなくなってきたので貴重な場になっている。 

・地区の文化祭に子どもが参加してくれると、その家族が、参加してくれるの
で、地域の盛り上がりを感じられる。 

＜成果と課題＞ 

・富野っ子まつりでは、わが子の姿だけでなく、子ども達が企画、準備、運営
するゲームに参加することで、地域の中や、仲間と共に育つ子どもの姿を見
ていただけた。 

・衛生面を考慮し、雑煮を地域の健康推進委員の支援で調理していただいた。
地域の味を味わうことができ、３世代のふれあい活動を行うことができた。
今後も行事の価値を大切にしながら、安心、安全な行事の運営を推進してい
きたい。 


